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繊維素 グ リ コ ー ル 酸 ソ ー ダ (C.M.C.) の水溶液の

粘 度 に対す る 各種燐酸塩の添加効果 に つ い て
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Effects of Various Phosphates on the Viscosity of Aqueous 

Sodium Carboxymethyl CeIlulose (Sodium Cellulose Glycolate 

or C. 乱1. C.) Solution. 
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Minoru NAKAMURA 

Tetuzi KABET ANI 

As one of our many studi田 on the industrial utilization of :[:olyphosphat田， this thematic 

ε.xperiment was carried out. Since C. M. C. has been used broadly for the manufacturing of 

papers， f，∞ds， cosmetics， adh田iv田 etc. as t.he ingredient of them， the measurements on the 

variation of its visoωity with some el配trotyt田 are important for concieving the behavior of 
aqu印us solution containing such maαomolecule. The outline of r田ults is summarized briefly 
in the following. 

( 1 ) Effects of 5 sorts of polyphosphat田 such as sodium pyrophosphate， sodium tripoly­
phosphate， sodium h位ametaphosphate and thier mixtures on the about 2% C. M. C. solution 
are studied and the ∞nsiderable reduction of their viscosity are obs町ved.

( n) Considering these reduct.ion of the viscosity coming from the varied degree of 
kinking and aggregation of the linear negative ion， the influence of pH value of th白e
solutions appears to be smaller than that of adsorption of phosphate ion or anti-ion. 

1 . 緒 言
著者 の 一人浅間等が従来行 っ て 来て い る 重合燐酸塩 の 利 用 研究 は 多数 あ っ て 可成 り 実際面 に役立

っ て い る が， そ の う ち 既発表 の も の は 僅 か で あ る 。 本報 で は 糊 料や食品方面 に 広 い 用途を有す る
C. M. C. につ い て ， 高分子物質水溶液の粘度 に対す る 添加物の影響 の 研究 の 一環 を 行 っ た も の で あ
る 。

2. 試料お よ び実験方法

( 1 ) 試料 C. M. C. は 化学用一級品 を使用。 燐酸塩 は ピ ロ 燐酸 ソ ーダ， ト リ ポ リ 燐酸 ソ ー ダ ，
ヘ キ サ メ タ 燐酸 ソ ー ダ ( そ れ ぞ れ 略 し て pyro， Tripoly， Hexameta と 記す〉 並 び に こ れ等 の 混合物
で あ る T+H ( 1 : 1 ) と 米国 Hagan 社 の Curafos の 5 種類 を使用 し た も の で ， 何ずれ も 株式会社
日 本 オ ノレ ガ ノ 商会 よ り 入手の も の で あ っ た 。

(n 実験方法 粘 度 の 測 定 は 図- 1 に示す ス ト ー マ ー (Stぽmer) 式 回転粘度計 に 中粘度用羽根
を つ け た も の を使用 し た。 測定溶液 の 濃度 は こ の 羽根 に て の測定に適す る よ う 配慮 し て 試料 3 . 0g を
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イ オ シ 交換純水 150g 巾 に 加JIll溶解 さ せ た も の で 1 . 96
% に 相 当 す る も の で あ っ た 。 200 C に 保 っ た 試料 液 I �I fこ
ロ ー タ ー が r ISf. 35mm 出 か る よ う に し て 10秒間 の 回
転 数 を 約 30 回 測 定 し て そ の 平均 値 を 採 っ た 。 こ れ を
100回 転 に要す る 秒数 に投計一 し ， 克 に下記 に よ っ て 得 た
式 に よ り 絶対 粘 度 を tì 出 し た 。 -}j に 於 て 粘 度 測 定 を
行 っ た 溶液 に つ い て そ れ等 の 水 素 イ オ シ 濃度 を 硝 子 電
極 pH 計 に 依 っ て 約 200C で 測 定 し た 。

外
槽

絶対粘 度 C. P. ( セ シ チ ボ イ ズ〉 で 表 は し た 粘 Ji[ v と
100回 転 に 要す る 時 間 (秒数) t と の 聞 の 関係式 v = At
+ B の 二 つ の 恒 数 A お よ び E は ， 基準 1 (d2�) 1 . 2355 
の グ リ セ リ ン 水際 液 ， 250C の 粘 l支 165 . 3 C .  P. ， 100 回
転 に 裂す る お、数 15 . 51) と 基準 2 (d240 1 . 1821 の グ リ
セ リ ン 水溶 液 ， 200C の 粘 度 23 . 55 C. P. ， j_'OO回転に要
す る 秒数 6 . 97) よ り A = 16 . 60 と B = -92 . 15 が 得
ら れ， 結局 7 �15秒 の |自 に 適 用 出 来 る 式 と し て図- 1 ス ト ー マ 一式回転粘度計

v = 16 . 6Ot - 92 . 15 が得 ら れ た 。
3 .  実験結果お よ び 考察

く 1 ) 実験結果 次 の 去- 1 � 5 の 結果 が 何 ら わし た 。

表- 1 Pyro 添 加l の j見 合

(�瓜.乱M.C加加l に:送送~ )支対J)i f\ lド 円I �叩0秒 間 の 凹 i伝正 || 1川/ 治ii 度 いfy Iす る l
す る 重 量 % 数 (�lこ j斗 〉 要す る 秒 放 c. p. 

。 71 . 38 14 . 01 140 . 42 100 . 0  
1 . 0  75 . 93 13 . 17 126 . 47 90 . 1  
4 . 0  77 . 21 12 . 95 122 . 82 87 . 5  
7 . 0  79 . 04 12 . 65 117 . 84 83 . 9  

10 . 0  81 . 96 12 . 20 110 . 37 78 . 0  

去- 2 Tripoly 添 加 の 場 合

)力加加�I川[_] ti( I 1 f\ -r， [ ， 101 1: 1 "'" � 1 i k I 1 {\{\ r.-��I ;[;-- )rr ! \V- I-- rfr:: ! -1'01- y{f: ln-- 1，-_I_......-l- '7 ! 

pH 

8 . 50 
9 . 51 
9 . 80 
9 . 87 

1 0 . 01 

( )リ| 川u の E肌 i 削 il十は?C.M.C. に刻川}リ| 主紋k (斗干/ 予門tf_J) ο51' 1 芹? す る0 �::干利'1十j上、 汝 | C p 1 p合 I pH 
す る =rF �孟 ?古 川 戸 ! _!.-;:: :J '�V I[þ' _/;(Á. 'L. 1-" I ;u I 

。
1 . 0  
4 . 0  
7 . 0  

10 . 0  

70 . 30 14 . 22 143 . 90 
73 . 62 13 . 58 133 . 28 
76 . 20 13 . 12 125 . 64 
78 . 39 12 . 76 119 . 67 
79 . 28 12 . 6 1  117 . 18 

表-3 Hexamet.a 添 加 の 場 合

100 . 0  
92 . 6  
87 . 3  
83 . 2  
81 . 4  

( 添 加 量 ) 1 叩秒 間 の 回 i- l m 転 に l 粘 度 i 昨fJ9 ;;'J j C. Mι に 対 1 1 1J4 | l l l \ 1 数 〔平 均) 1 要す る 秒数 I c. p. I % I す る 重 量 % ) I VA '-T r-J/ 1 �. .... . I / V 

8 . 21 
7 . 82 
9 . 31 
9 . 37 
9 . 39 
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。 64 . 07 15 . 61 167 . 00 100 . 0 8 . 32 
1 . 0 67 . 部 14 . 74 152 . 52 91 . 3  7 . 31 
4 . 0 69 . 17 14 . 46 147 . 89 88 . 6  6 . 98 
7 . 0  72 . 26 13 . 84 137 . 59 82 . 4  6 . 90 

10 . 0 70 . 75 14 . 13 142 . 41 85 . 3  6 . 78 

表- 4

添 加 量 1 H \机 回目 爪 問_ 1

(号忠誠) l raYET |
T十 H ( 1 : 1 ) 添 加 の 場合

100 回 転 に | 粘 度 | 基準 に対す る |
要す る 秒数 1 C. p. 1 % 1 pH 

。 71 . 10 14 . 06 141 . 24 100 . 0  8 . 37 
1 . 0 72 . 86 13 . 72 135 . 60 96 . 0 7 . 77 
4 . 0  74 . 21 13 . 46 131 . 29 93 . 0 8 . 10 
7 . 0  76 . 68 13 . 04 124 . 31 88 . 0  8 . 13 
10 . 0  77 . 04 12 . 98 123 . 32 87 . 3  8 . 34 ' 

。 70 . 22 14 . 24 144 . 23 100 . 0  8 . 64 
1 . 0  72 . 52 13 . 79 136 . 76 94 . 8  8 . 61 
4 . 0 74 . 59 13 . 41 130 . 46 90 . 5  8 . 97 
7 . 0  76 . 79 13 . 02 123 . 98 86 . 0 9 . 01 

10 . 0  78 . 85 12 . 68 118 . 34 82 . 1  9 . 02 

表- 5

添 加 量 I ... {\"+，I� 8 E1  ff'\ r;::::;-J.t;-_ I (C M C 吋 | 附聞の回転 |I ! ) l 数 (平 均) I す る 重量 % J 1 w.. \.. T '>-:J ./ 1 

Curafos 添加 の 場合

100 回転に | 粘 度
要す る 秒数 I C. p・ | 基吋す る | pH 

c n  実験結果 の 考察 こ れ等 の 結果 を取 り ま と め て plot す る と 図- 2 お よ び 3 が得 ら れ る 。 図

- 2 は粘度 に対す る 影響の概要を示す も の で あ っ て ， 添加量の増加 と 共 に 著 し く 減少す る の が見 ら

れ る 。 こ れ は既報 の ト ラ ガ シ ト
ゴ ム 水溶液 に て は . そ れが酸性

で あ っ て 負 電荷 を持つ の で 糸状

分子が割 に 屈 曲 し た 状態 に あ る

た め に添加物の 影響で 屈 曲性 を
低下 し て 延伸す る 結果 と し て 粘
度 の 噌 加 を 来 た す も の と 説明 さ
れて い る の と 対比 さ れ る も の で
あ る 。 C. M. C. は繊維素 エ ー テ

ノレ に カ ノレ ポ キ 主/ノレ 基の つ い た も

の で あ る か ら ， 繊維素 エ ー テ ル

が全 く 伸 び た 形か若干の 屈 曲 を
し て い る と 推定 さ れて お り ， そ
れ に カ ノレ ボ キ ì/}レ 基 の 負電荷が
あ り 更 に ナ ト ジ ワ ム を含 ん で い

る の で比較的伸 び た 形を呈 し て

図- 2 C. M. C. 水溶液 (1 .96%) の 粘度に対す る
各種燐酸塩の 添加効果
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C. M. C. の重量に対す る 添加燐酸塩の %
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‘D 百

お り そ の よれ状 イ オ シ が相 互 に 緩

い 結 合 を 志 き 起 し て 来詳 形 成 を

し て い る と 考 え ら れ， 従 っ て こ

れ に 電解質 が そ れ以上加わ る と

撹 乱 さ れ て と の 来群 が 消 失 し そ

の 上糸状分子 の 屈 811 性 も 増 加 し

て 粘 度 が 減 少 す る と 推定す れ ば

説 明 が つ く の で あ る 。

図- 3 は 各種燐般塩 の 添 加 と

pH の 関 係 を 示す も の で 参考的

に 調べ た も の で あ る が， こ の 図

と 図- 2 の 曲 線 の 間 に は直接 の

図 3 C. M. C. 水溶液 (1 . 96%) の 水素 イ オ ン

濃度に対す る 各種燐酸境の影響
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島一 了 刊 ( 1 1 ) 関 連牲 は 認 め ら れ な か っ た 。 あ

る pH を 離れ る と 粘度 が 低下す
C. M C. の重量に対す る 添加燐酸境の % る と 云 う 事 も 或 程度 は 考 え ら れ

る が ， 燐酸塩 イ オ ン の 吸着 や 対 イ オ ン の 吸着 な ど が 粘 度低下 の 要 因 と し て 重要 で あ る と さ れ る 可 き

10 

で あ る 。

4 . 総 括

( i ) 約 2 %濃度 の C. M. C. の 水溶液 の 粘 皮 に 対 す る 5 種類 の 燐i駁塩 の 添 加効果 に つ い て し ら ぺ，

何 ず れ も 可成 り の 粘 度 の 低下 を 来 た す 事 を 認 め た 。

( ii )  と の粘度 の 低下 は 糸状負 イ オ ン の 屈 仲や 緊鮮 の 程度 の 変化 に 起 因 す る も の と す る と ， そ れ

に 影 響 を も つ も の は pH よ り も 燐酸 イ オ シ や そ の 対 イ オ ン の l技者 の 方 が 大 で あ る と 推察 さ れ る 。

終 り に臨 み 資料， 試料等 の 御援助 を 受 け た 株式会社 Ll 本 オ ル ガ ノ 商会 に 深謝 の 志 を 去す る 。

文 献
1) 浅 岡 ・ 松原 : 本誌 1 0. 39 (1959) 

2) 浅 岡 ・ 狩谷 ・ 石黒 : 本誌、 1 1 . 83 く1960)

3) 梅 田 ・ 浅間 : New Food Industry 2. No. 7 . 73 (1960) 

4) 浅!日] ・ 梅 田 : 食品工業 4. No. 2， 44 (1961) 

5) 浅 間 ・ 中村 : 本誌、 12. 70 (1961) 

6) 吉 岡 甲子郎訳 : シ ュ タ ウ ヂ ン ガー 有機謬 質化学 P . 73 ， 170 昭和21年東洋書館

( 昭和36年11月 30 日 受付〉


